
 

遠野市長記者懇談会（平成 30 年 7 月 31 日） 発表項目 
 

 

■日時 平成30年７月31日（火）11：00～12：00 

■場所 市役所本庁舎多目的大会議室 

 

 

 

【発表項目】 

１ 平成３０年度岩手県知事への統一要望の実施について （資料No. １） 

 

２ 平成３０年７月豪雨災害に伴う岡山県倉敷市への支援について （資料No. ２） 

 

３ 遠野文化フォーラムの開催について （資料No. ３） 

 

４ 「遠野文化賞」及び「佐々木喜善賞」受賞者の決定について （資料No. ４） 

 

５ 友好都市との児童交流事業について （資料No. ５） 

 

 

 

 

今後の主要行事、お知らせなど 

(1) 遠野市チャレンジする六次産業応援資金利子補給制度について（ お知らせNo. １ ） 

(2) 第３６回日本のふるさと遠野じんぎすかんマラソンの概要について（ お知らせNo. ２ ） 

(3) 『遠野ホップ収穫祭２０１８』の開催について（ 別添チラシ ） 

(4) 遠野の夏のイベント情報～遠野納涼花火まつり・夏まつり～（ 別添チラシ ） 
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遠野市記者発表資料 

 
 

 
 

平成３０年度岩手県知事への統一要望の実施について 
 

【発表の要旨】 
  遠野市の市政課題にかかわる諸課題の解決のため、岩手県知事に対して遠野市長及

び遠野市議会議長による統一要望を行います。 

 

【発表の内容】 
１ 日時・場所  
 (1) 日時  平成 30 年８月３日（金） 15 時 00 分～ 

 (2) 場所  遠野市役所本庁舎３階大会議室 

 

２ 相手方  

(1) 細川倫史 県南広域振興局長 他県幹部職員 

 

３ 市側出席者 

 (1) 本田敏秋 市長 

 (2) 市議会議員  新田勝見 議長、安部重幸 副議長、各常任委員長等 

 (3) 県議会議員 工藤勝子 議員 

(4）市幹部職員 

  

４ 要望内容  

(1) 道路網等整備の充実について 

・道路の安全・安心対策（①一般国道340号の拡幅改良、②一般県道土淵達曽部線の拡幅改

良、③一般県道下宮守田瀬線の拡幅改良、④一般県道遠野住田線の道路新設改良） 

・歩道の未設置区間及び自転車道の整備（①一般県道土淵達曽部線の歩道未設置区間の整備、

②一般県道遠野東和自転車道の案内・休憩施設の維持・機能修繕） 

(2) 地域をつなぐ「道の駅」の魅力づくりについて 

・「道の駅」遠野風の丘の東側出入口等の新設 

・県内「道の駅」のネットワークの充実強化 

(3) 社会資本整備における国からの交付金確保について 

・社会資本整備における国からの交付金確保 

(4) 生命を守る情報伝達手段の整備について 

    ・生命を守る情報伝達手段の整備 

 

 

遠野市記者発表資料 

平成 30 年 7 月 31 日 

総 務 企 画 部  政 策 担 当 

資料 Ｎｏ．１
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遠野市記者発表資料 

 

 

(5)再生可能エネルギー事業への対策について 

・太陽光パネル等の撤去費用の確保等の施策 

・太陽光発電事業の県環境影響評価条例への規定 

(6) 子育て支援の充実について 

・児童発達支援センターの整備に係る財政支援 

・花巻清風支援学校への専門職員の配置拡充 

(7) 周産期医療の充実に向けた体制の整備について 

・産前産後ケアセンターの設置 

・周産期医療拠点化の再編成 

(8) 東京 2020 オリンピック･パラリンピック競技大会に向けた支援策の拡充について 

・ホストタウン交流における施設整備への財政支援 

・共生社会の実現に向けた支援 

(9) 商工業振興及び雇用確保対策について 

・消費税率の引上げに伴う商工業振興対策 

・雇用確保対策 

(10) 中山間地域での担い手確保について 

・中山間地域における担い手確保対策 

(11) ニホンジカの被害対策について 

・ニホンジカの被害対策 

(12) 農林業系廃棄物の早期処理について 

・処理方針検討に対する統一見解の提示 

・広域的な処理対策の実施 

(13) 森林環境税（仮称）等の運用方法について 

・森林環境譲与税（仮称）の使途の拡充 

・地域林政アドバイザーとなる人材の確保 

(14) オール岩手による観光振興について 

・インバウンド対応に係る環境整備 

(15) 遠野東工業団地の整備促進について 

・遠野東工業団地周辺の環境整備 

・労働力の確保 

(16) 過疎地域における県立高等学校の存続について 

・過疎地域における高校少人数学級導入と教員定数確保 

・新たな判断基準に基づく小規模高等学校の存続 

(17) 地域資源を生かしたまちづくりの推進について 

・地域資源を生かしたまちづくりの推進 

総務企画部政策担当 (箱山) 

   電話 0198-62-2111 （内線 215） 

担当 
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平成３０年７月豪雨災害に伴う岡山県倉敷市への支援について 
 

【発表の要旨】 

  平成30年７月豪雨災害に伴い、甚大な被害を受けた岡山県倉敷市に次のとおり支援

することにしました。 

 
【発表の内容】 
１ 支援対象 

 (1) 支援先 岡山県倉敷市 

 (2) 支援理由 

項 目 内 容 

東日本大震

災における

受援 

《被災地にボランティア派遣》 

 東日本大震災において、当市を拠点として沿岸被災地へのボラン

ティアを６か月間で、のべ 1,860人派遣し被災地支援 

《遠野市等への寄附金》 

 遠野市社会福祉協議会 200万円 

 遠野市 846,088円（３件、市議会及び市職員） 

 伊東香織倉敷市長や市議会関係者もお見舞いの来訪 

甚大な被害 

《人的被害》死者52人、重症３人、軽症 103人 

《住家被害》全壊 2,824棟、半壊 727棟、一部損壊 238棟 

《避 難 者》1,814人（ 552世帯） ※H30.7.30調べ 

 

２ 支援方法 

 (1) 支援金 

  ア 寄附先 倉敷市 

  イ 支援金の額 

関係機関 金 額 備 考 

遠野市 1,000,000円  

遠野市社会福祉協議会 500,000円  

遠野市職員厚生会 500,000円 遠野市職員 

計 2,000,000円  

 (2) ふるさと納税代理寄附 

  ア 支援の内容 

    ふるさと納税のインターネットサイト（ふるさとチョイス）を通じて、代理寄附

による支援 

  イ 具体的な支援 

    事務負担の軽減による支援 

 (3) お見舞い及び災害調査派遣 

  ア 派遣職員 

   ・ 遠野市総務企画部長 鈴木 惣喜 

   ・ 遠野市社会福祉協議会常務理事 菊池 文正 

  イ 派遣日程（８月８日（水）～９日（木）〔１泊２日〕） 

 

遠 野 市 記 者 発 表 資 料 

平 成 3 0 年 ７ 月 3 1 日 

総務企画部防災危機管理課 

資料 Ｎｏ．２

総務企画部防災危機管理課 

   電話 0198-62-2111 （内線 122）

担当 
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遠野文化フォーラムの開催について 
 

【発表の要旨】 
「遠野といえば河童」というイメージができたことをあらためて考えるイベントです。

河童に関する催しを各種開催します。このほか、プレイベントとしてシンガーソング

ライターの寺尾紗穂さんのライブも開催します。 

 
【発表の内容】 

プレイベント 寺尾紗穂ライブ「遠野へ、あなたとわたしのわらべうた」 

(1) 日 時  平成 30 年８月 17 日（金） 18:30～20:30 

(2) 場 所  あえりあ遠野中ホール 

(3) 料 金  遠野市民または遠野文化友の会会員 1,500 円、一般 3,000 円 

       高校生以下 1,000 円 

 
第１日目   映画会「河童のクゥと夏休み」 

(1) 日 時  平成 30 年８月 18 日（土） 13:30～16:30  入場無料 

(2) 場 所  あえりあ遠野中ホール 

(3) 次 第  ①あいさつ 西舘好子（遠野文化研究センター顧問） 

②上映 

 
第２日目   遠野文化フォーラム「なぜ、遠野はカッパなのか？」 

(1) 日 時  平成 30 年８月 19 日（日） 13:00～17:20 入場無料 

(2) 場 所  あえりあ遠野交流ホール 

(3) 主 催  遠野市（遠野文化研究センター） 

(4) 次 第  ①昔話の語りで楽しむ「遠野の河童」 

②認定証交付 遠野こだわりの「語り部」、遠野遺産認定証交付 

        ③表彰 遠野文化賞、遠野文化奨励賞授与 

        ④事例発表「文化財になった河童淵－遠野遺産と重要文化的景観－」 

        ⑤カッパおじさんに聞け！「河童淵今昔物語」         

⑥トークライブ「なぜ、遠野はカッパなのか？」  

赤坂 憲雄（民俗学者、遠野文化研究センター所長）             

三浦 佑之（遠野文化研究センター顧問） 

西舘 好子（同上） 

⑦カッパおじさん＆カリンちゃん＆くるりんちゃん大抽選会 

⑧博物館特別展「遠野物語と河童」見学解説 

 

 

遠野市記者発表資料 

平成 30 年 7 月 31 日 

遠 野 文 化 研 究 セ ン タ ー  

資料 Ｎｏ．３

遠野文化研究センター (前川) 

   電話 0198-60-2800 (内線 335) 

担当 
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「遠野文化賞」及び「佐々木喜善賞」受賞者の決定について 

 
【発表の内容】 

１ 選考委員  

西舘好子遠野文化研究センター顧問、三浦佑之同顧問、高橋克彦同顧問、赤坂憲雄同所長 
 
２ 選考結果  
（1）遠野文化賞 
  受 賞 者 呉密察（台湾国史館館長）・胡家 （国立台湾大学教授）夫妻 

 選考理由  呉密察氏は、1956年台湾台南市生まれ。台湾史、日本近代史を専門とする歴史学者。 

台湾大学文学部卒業後、東京大学大学院で博士課程修了退学。1997年、｢国立台湾大学蔵 

伊能文庫目録｣出版により、国立台湾大学図書館に収蔵されていた伊能嘉矩文庫を解明し 

た。台湾大学教授、台湾歴史博物館館長を経て、2016年から國史館館長。 

        胡家 氏は、1961 年台湾台北市生まれ。台湾原住民研究を専門とする人類学者。ロン 

ドン大学大学院人類学博士。1998 年、台湾大学人類学系に収蔵されていた伊能収集資料

を整理研究し、「臺大人類学系伊能蔵品研究」の出版によりその全容を解明した。国立台

湾大学人類学系兼任教授、同大学人類学博物館長。伊能嘉矩に関する論文に「植民脈絡

下臺灣原住民物質文化的収蔵與展示―従馬偕到伊能嘉矩」（2002）などがある。 

呉密察氏・胡家 夫妻は、台湾大学の伊能嘉矩資料の全貌を解明に尽力し、伊能の再

評価につながる契機を作った。これらの資料は、現在、国立台湾大学の Web データベー

スで全世界に公開し、伊能嘉矩の業績を国際的なものに高めている。 

また、2017年に伊能嘉矩生誕150年の節目を迎えるにあたり、2016年11月に台湾大学

人類学系と遠野市が文化交流協定を締結、続いて2017年８月には同大学図書館との文化

交流協定を締結した。その際、胡家 氏は同大学人類学博物館長として遠野市立博物館

特別展「伊能嘉矩と台湾研究」の開催にも協力し、呉密察氏は遠野市において記念講演

を行い、あらためて伊能嘉矩の業績と今日の評価を紹介して、遠野市と台湾の新たな文

化交流への道筋をつけた功績は顕著である。 
 
（2）佐々木喜善賞（遠野文化奨励賞）３件 （応募作品 78 件） 
  ①受 賞 者 多田欣也（千葉県） 

受賞作品 少年少女向絵物語「石倉丁奇譚」 
選考理由 児童文学者の坪田譲治の作品を彷彿とさせる傑作であり、挿入絵もすばらしい。古 
     い遠野の暮らしぶりをよく踏まえているところも評価できる。 

 
②受 賞 者 沖義裕（東京都） 

受賞作品 論文「遠野における森林の変遷」 
選考理由 論文としての視点が面白く、データも丹念に集めている。『遠野物語』と遠野の森林利 

用を関連させた考察は貴重なものである。 

 

 

 

【発表の要旨】 
  遠野の豊かな文化資源を発掘、調査研究、伝承または活用し、文化の振興に寄与し

たものを表彰する「遠野文化賞」、遠野に関する自由な表現作品を表彰する「佐々木喜

善賞」受賞者が決定しましたのでお知らせします。 

遠野市記者発表資料 
平成 30 年 7 月 31 日 
遠 野 文 化 研 究 セ ン タ ー 

資料 Ｎｏ．４
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③受 賞 者 菅野 麻衣子（宮城県） 
受賞作品 絵画「スターゲイザー」 

   選考理由 表現として魅力があり、『遠野物語』のオシラサマの物語を独自の解釈で再構成してい

る。少女が初めて恋するものは必ずしも人間の男ではないことに気付かせてくれ、『遠

野物語』を新たな視点で読み直せる可能性をも示してくれた。 

 

（3）佐々木喜善賞「特別賞」１件 

   佐々木喜善賞には通常「特別賞」はないが、今回の応募作品の中で最後まで選考に残り優れた作

品であった下記の１点に対し、今回のみ特別賞を設けて表彰する。 
論文「佐々木喜善とハリストス正教会」水口優明（岩手県盛岡市） 

佐々木喜善の新たな側面を知る上で興味深い。本人も決定的なところにたどり着いていないと述 

べているように未完なところがあったが、今後の佐々木喜善研究のさらなる発展を期待する。 

 
３ その他  

表彰は８月 19 日（日）に開催する「遠野文化フォーラム」で行います。 
 

遠野文化研究センター(前川) 

   電話 0198-60-2800 （内線 335） 

担当 



 
遠野市記者発表資料 
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友好都市との児童交流事業について 
 
 

【発表の要旨】 

  本市の友好都市である愛知県大府市及び兵庫県福崎町は、児童交流事業として、８

月下旬に遠野市へ児童交流団を派遣することとなりましたのでお知らせします。 

  愛知県大府市は平成20年から今年で11年目、兵庫県福崎町は今年が初めての交流事

業となります。 

 

【発表の内容】 

１ 愛知県大府市児童交流事業  

(1) 事業の目的 

・ 異なる地域の文化や暮らしぶりに触れ、遠野市の人々の知恵や工夫・努力を体感

するとともに、ふるさと大府への思いを新たにする。 

・ 遠野市の施設や名所を巡り、理解を深める。 

・ 大府市と遠野市間の児童交流、大府市内小学校の児童交流を通して、友情を深め

る。 

 

 (2) 日時、場所等 

  ・児童交流団 

    小学生 20 名、引率等４名 計 24 名 

  ・日  時 

    平成 30 年８月 21 日（火）から 24 日（金）まで（３泊４日） 

  ・主な内容 

    21 日（火）…表敬訪問（市役所とぴあ庁舎大会議室） 

    22 日（水）…遠野小学校との交流（お互いの地域の紹介、レクリエーション等） 

          市立博物館、遠野物語の館の見学、農業体験（宮守町内） 

    23 日（木）…早池峰ふるさと学校、遠野ふるさと村で農村体験等 

    24 日（金）…総合防災センター、伝承園、カッパ淵、千葉家住宅改修工事等の見学 

       

昨年度活動の様子（縄ない体験）         （遠野小学校との給食交流） 

遠 野 市 記 者 発 表 資 料 

平 成 3 0 年 7 月 3 1 日 

教育委員会事務局 学校教育課 

資料 Ｎｏ．５



 
遠野市記者発表資料 

２ 兵庫県福崎町児童交流事業  

(1) 事業の目的 

・ 民俗学の父・柳田國男の著書『遠野物語』の舞台となった遠野市の人々の知恵や

工夫、努力を体感し、異なる地域の文化や暮らしに触れる。 

・ 遠野市の施設や名所を巡り、理解を深める。 

・ 福崎町と遠野市の児童交流を通して、互いの友情を深める。 

・ 訪問団員を通じて、遠野市民の福崎町への歴史・文化に対する理解を深める。 

 

 (2) 日時、場所等 

・児童交流団 

小学生15名、引率等９名 計24名（団長：福崎町教育委員会教育長） 

・日  時   

平成30年８月27日（月）から29日（水）まで（２泊３日） 

・主な内容 

27日（月）…表敬訪問（市役所本庁舎１階市民ホール） 

         総合防災センターの見学 

    28日（火）…市立博物館、とおの物語の館の見学 

          伝承園、カッパ淵、遠野馬の里、山口集落等の見学、体験活動等 

    29日（水）…土淵小学校との交流（お互いの地域の紹介、レクリエーション等） 

 

○愛知県大府市児童交流事業に関すること 

教育委員会事務局 学校教育課（齊藤） 

○兵庫県福崎町児童交流事業に関すること 

教育委員会事務局 学校教育課（菊池） 

電話 0198-62-4412 （内線 281） 

担当 



 
 
 
 
 
 

 

百年の縁を 
１００年続く絆に 

永遠の日本のふるさと遠野 

 

地方創生に関する協定に基づく金融商品紹介 

東北銀行 × 岩手銀行  × 遠野市 

遠野市チャレンジする六次産業応援資金利子補給制度について 

 

【発表の要旨】 

  遠野市と「地方創生に関する連携協定」を締結している岩手銀行、東北銀行と遠野市で

は、地方創生推進の一環として農業者等が六次産業や農商工連携への取組みを行う場合の

運転資金、設備資金に必要な事業資金に対して利子補給を行います。 

平成 30年３月２日制定、遠野市産業振興条例に基づく金融措置となります。 

 

【発表の内容】 

 １ 制度の名称 

   遠野市チャレンジする六次産業応援資金利子補給事業 

 

 ２ 制度の概要 

   遠野市内に農業者等が六次産業化や農商工連携に取組む場合、金融機関から借り入れ

る事業資金に係る利息に対し、遠野市が利子補給金を交付します。 

  (1) 対象者 

    遠野市内に住所または事業所を有する法人または個人で遠野市、金融機関が認定す 

   る農業者、加工業者、販売業者など。 

  (2) 融資金額 １億円以内  

  (3) 融資期間 15 年以内（うち据置期間３年以内） 

  (4) 融資利率及び利子補給率 

     貸付金利２．５％以内（変動金利）市利子補給率２.０％以内 

  (5) 担保 原則 無担保。設備資金で融資物件の担保が可能な場合は除く。 

  (6) 受付期間 平成 30年７月 31日から 

  (7) 取扱金融機関 

    ○岩手銀行 遠野支店 

    ○東北銀行 遠野支店 

     

 

遠野市記者発表資料 

平成 30 年 7 月 31 日 

産 業 部 六 次 産 業 室 

お知らせ Ｎｏ．１ 

担 当  遠野市 産業部六次産業室（菅原） 
電話 0198(62)2111 (内線 442) 



総合企画部 広報ＣＳＲ室／〒020-8688 岩手県盛岡市中央通１－２－３ TEL.019-623-1111(代表) 

 

 

平成３０年７月３１日 

報 道 機 関 各 位 

株 式 会 社 岩 手 銀 行 

 

「遠野市チャレンジする六次産業応援資金利子補給制度」の取扱い開始について 

 

 株式会社岩手銀行（頭取 田口幸雄）と遠野市（市長 本田敏秋）は、平成２８年２月１６日付で「地

方創生に関する協定」を締結しておりますが、今般、協定に基づく取組みとして、遠野市が実施してい

る標記利子補給制度の取扱を開始しましたので下記のとおりお知らせします。 

 この制度は、遠野市内の農産物を活用した六次産業化や農商工連携に取り組むお客様が、取扱金融機

関から事業資金の融資を受ける際に、遠野市から利子補給を受けられるものです。 

 当行では、この制度を通じて六次産業化等に取り組むお客様を支援し、今後も遠野市と連携して、地

方創生や地域活性化に向けた取り組みを推進してまいります。 

記 

＜遠野市の本利子補給制度の概要＞  

項 目 内 容 

① 資金の種類 六次産業等に関する資金 

② 対象者 
本資金の利用により六次産業化や農商工連携の取組みが進むことを、

遠野市並びに取扱金融機関が認定した農業者、加工業者、販売業者等。

③ 資金使途 
遠野市内の農産物を活用し、六次産業化や農商工連携を目的に、生産、

加工及び販売を行うために必要な事業資金（運転資金、設備資金）。 

④ 対象融資 各行所定の審査のうえ、以下の条件に合致する融資。 

融資額 ５百万円以内 ５百万円超 １００百万円以内 

融資利率（当初） ２．５０％以内 

融資期間 ７年以内（うち据置期間１年以内） １５年以内（うち据置期間３年以内）

担保 

原則、無担保。 

ただし、設備資金で融資物件の担保が可能な場合は、原則、担保付き。

※保証人については個別に相談させていただきます。 

⑤ 利子補給率 ２．５０％以内 ２．００％以内 

⑥ 取扱店 遠野支店 

  ※１ 当行所定の審査の結果、お客様のご希望に添えない場合がございます。 

  ※２ 利子補給については、お客様ご自身で遠野市にお手続きいただきます。 

以  上 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

法人戦略部 公務・地方創生室 山崎 電話０１９－６２３－１１１１（代表）内線２６７５  



 

 

 

 

 

 

遠野市内の農産物を活用した六次産業化や農商工連携に関する資金の融資について、遠野市の利

子補給制度の活用が可能です。 

 

 

 

＜遠野市の本利子補給制度の内容＞ 

資金の種類 六次産業等に関する資金 

お申込み 

いただける方 

次のいずれか 1つに該当し、かつ本資金の利用により六次産業化や農商工連携の取組

みが進むことを、遠野市並びに取扱金融機関が認定した方が対象となります。 

・農業者  

・加工業者 

・販売業者など 

お使いみち 
遠野市内の農産物を活用し、六次産業化や農商工連携を目的に、生産、加工及び販売

を行うために必要な事業資金（運転資金、設備資金）。 

ご融資金額 5 百万円以内 5 百万円超 1 億円以内 

ご融資形式 手形貸付、証書貸付 

ご融資期間 7 年以内（うち据置期間 1年以内） 15 年以内（うち据置期間 3年以内） 

ご融資利率（当初） 2.5%以内 

担保 

原則、無担保。 

ただし、設備資金で融対物件の担保が可能な場合は、原則、担保付きといたします。

※保証人については個別に相談させていただきます。 

利子補給 

本資金の利子は、遠野市にて審査のうえ認定後、利子補給を受けられます。お客様自

らが遠野市に請求することで、遠野市からお客様へ利子補給対象分の金額が振り込ま

れます。※詳しくは、遠野市利子補給金交付要綱によります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

六次産業化とは、農業者自らが加工及び販売を行うことです。 

農商工連携とは、農業者が二次産業者（加工業者等）、三次産業（販売店等）と連携を図ることです。

詳しくは、岩手銀行遠野支店（0198-62-2244）又は遠野市産業部六次産業室（0198-62-2111）までお気軽に

お問合せください。 

【ご留意いただきたい事項】 

◆ 原則として、遠野市内に住所又は事務所を有する法人又は個人の方が対象となります。 

◆ 既往お借入の借換は対象外となります。 

◆ お申込みに際しては、当行所定の審査をさせていただきます。審査の結果、ご希望に添えない場合

がございます。 

◆ 利子補給については、お客様ご自身で遠野市へ申請手続きをお願いします。 

０１９８-６２-２１１１（内線 442） 遠野支店 ０１９８-６２-２２４４ 

遠野市 産業部 六次産業推進室 









 

 

百年の縁を 
１００年続く絆に 

永遠の日本のふるさと遠野 

 

第36回日本のふるさと遠野じんぎすかんマラソンの概要について 
 

【発表の要旨】 

  今年で36回目を迎える「日本のふるさと遠野じんぎすかんマラソン」を、８月26日

（日）に開催します。今大会の特徴を以下に記します。 

 

１ 第36回日本のふるさと遠野じんぎすかんマラソン開催概要 

 (1) 開催日時 平成30年８月26日（日） ８時30分開会式、９時10分スタート 

 (2) 開催場所 遠野市民センター前 スタート・ゴール 

 (3) 実施距離 ハーフマラソン、10km、５km、３km 

 (4) 参加申込者数 2,510人  ※第35回：2,264人 第34回：1,634人 

 

２ 第36回大会の特徴 

 (1) ハーフマラソンの部から４名の選手を台北マラソン2018へ派遣 

   男女の優秀選手各１名と抽選による２名の選手を台北マラソンに派遣します。抽選

２枠のうち１枠は遠野市民を派遣します。 

(2) 遠野ならではのおもてなし 

   遠野ならではのおもてなしの一環として、コース上に「エイドステーション」を設

置します。今年は、遠野りんごジュース、ブルーベリー、ミニトマト、ホップ若芽ソ

ーセージを提供する他、ゴールでは、名物のじんぎすかんを御振る舞いします。 

 (3) 遠野ホップ収穫祭との連携 

   出場者が選択できる当大会の参加賞に、ホップ収穫祭で使用できるチケットを設け

同日に開催される「遠野ホップ収穫祭」との連携を図ります。 

(4) 県南広域マラソン等連携事業「ＬＥＧＥＮＤ ＲＵＮＮＥＲＳ」として実施 

県南広域マラソン等連携事業「ＬＥＧＥＮＤ ＲＵＮＮＥＲＳ」の９つある対象レー 

スの１レースとして開催します。 

 (5) 大会を支えるボランティア 

   全国各地から遠野へお越しいただくランナーの方々を温かいおもてなしで迎えるた

め、市民をはじめ、多くの方がボランティアとして大会に参加し、大会を支えます。 

   当大会ボランティア：292人 

  

 

 

 

 

 

遠野市記者発表資料 

平成 30 年 7 月 31 日 

市民センター生涯学習スポーツ課

お知らせ Ｎｏ．２

市民センター生涯学習スポーツ課 (菊池) 

電話 0198-62-4413 （内線 214）

担当 
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